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出雲弥生の森博物館だより
IZUMO　YAYOINOMORI　MUSEUM

季 刊
弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 56 号
（2025 年 1月）

よすみちゃん

第56号

★
よ
す
み
ち
ゃ
ん
活
動
録
２
０
２
４

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
よ
す
み
ち
ゃ
ん
」
が

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
か
ら
、
約
１
年
が

経
過
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
は
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
後

の
よ
す
み
ち
ゃ
ん
の
活
動
が
本
格
化
し

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
以
下
、
よ
す

み
ち
ゃ
ん
の
活
躍
を
、
写
真
と
と
も
に

振
り
返
り
ま
す
。

◆
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

　
　
　

50
万
人
達
成
セ
レ
モ
ニ
ー

　

４
月
20
日（
土
）に
、
出
雲
弥
生
の
森

博
物
館
は
50
万
人
目
の
来
館
者
を
お
迎

え
し
ま
し
た
。
博
物
館
に
と
っ
て
一
つ

の
節
目
と
も
言
え
る
こ
の
日
に
、
よ
す

み
ち
ゃ
ん
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

◆
し
ま
ね
っ
こ
大
感
謝
祭

　

９
月
22
日（
日
・
祝
）に
は
、
島
根
県

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ま

ね
っ
こ
」
の
デ
ビ
ュ
ー
15
周
年
を
記

念
し
、「
し
ま
ね
っ
こ
大
感
謝
祭
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
よ
す
み
ち
ゃ
ん
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
や
15
周
年
記
念
衣
裳
披
露

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

◆
三
谷
神
社　

秋
の
大お

お
み
ま
つ
り

御
祭

　

11
月
３
日
（
日
・
祝
）
に
は
、「
出

雲
弥
生
の
森
ま
つ
り　

秋
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
三
谷
神

社
の
例れ

い
さ
い祭

に
よ
す
み
ち
ゃ
ん
が
登
場
し

ま
し
た
。
三
谷
神
社
は
、
国
史
跡
・
西

谷
墳
墓
群
最
大
の
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓

で
あ
る
９
号
墓
の
上
に
鎮
座
し
て
お

り
、
よ
す
み
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
も
縁
深

い
場
所
で
す
。

　

よ
す
み
ち
ゃ
ん
は
、
地
元
の
子
ど
も

た
ち
や
神
社
に
参
拝
さ
れ
た
方
々
と
ふ

れ
あ
っ
た
の
ち
、
獅
子
舞
の
宮
上
が
り

を
見
送
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
よ
す
み
ち
ゃ
ん
は

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
博
物
館

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

よ
す
み
ち
ゃ
ん
の
活
動
に
際
し
て

は
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

よ
す
み
ち
ゃ
ん
の
活
動
は
、
今
後
も

続
き
ま
す
。
２
０
２
５
年
も
、
よ
す
み

ち
ゃ
ん
の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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第56号

「
大
き
な
溝
跡
み
つ
か
り
ま
し
た

～
高
西
遺
跡
の
第
３
次
発
掘
調
査
～
」

「
土
薫
る
人
形
た
ち
」

★
速
報
展

★
野
﨑
千
愛
季 

創
作
人
形
展

▶
《
命
の
い
ろ
》（
第
10
回
日
本
美
術
展

　

 

第
３
科（
彫
刻
科
）入
選
作
品
）

▶
《
幸
せ
》（
島
根
県
展
知
事
賞
）

今回確認した溝跡（南東から）

▲ 野﨑千愛季さんの
インスタグラムはこちら

の QR コードから

出土した遺物

　

今
回
の
速
報
展
は
、
出
雲
市
塩
冶
町

（
島
根
大
学
医
学
部
か
ら
北
に
約
１
㎞
）

の
高た

か
に
し
い
せ
き

西
遺
跡
の
第
３
次
調
査
の
成
果
を

中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　

調
査
は
、
宅
地
造
成
事
業
予
定
地
内

の
道
路
部
分
を
２
０
２
４（
令
和
６
）年

１
月
か
ら
３
月
に
か
け
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
成
果
と
し
て
は
、
調
査
区
中
央

で
溝
跡
や
井
戸
跡
な
ど
を
確
認
し
、
弥

生
時
代
、
奈
良
時
代
、
鎌
倉
時
代
の
土

器
な
ど
の
遺
物
が
出
土
し
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

溝
跡
の
規
模
は
幅
が
5.5
ｍ
、
深
さ
が

約
1.5
ｍ
。
こ
の
溝
は
調
査
地
周
辺
を
南

か
ら
北
に
流
れ
、
上
層
か
ら
は
中
世
前

半
の
土
師
器
が
、
ま
た
、
最
下
層（
溝

の
底
、
深
さ
1.5
ｍ
）か
ら
は
、
弥
生
土

器
や
奈
良
時
代
の
須
恵
器
な
ど
が
出
土

し
ま
し
た
。

　

高
西
遺
跡
で
は
、
近
年
、
市
道
改
良

工
事
に
先
立
っ
て
２
度
の
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
成
果
も
あ
わ
せ
て
、

最
近
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
高
西
遺

跡
の
状
況
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
石
原　

聡
）

　

松
江
市
在
住
の
人
形
作
家
、
野の

ざ
き﨑

千ち

愛あ

き季
さ
ん
に
よ
る
創
作
人
形
展
が
、
当

館
企
画
展
示
室
に
て
始
ま
り
ま
す
。

　

２
０
２
３（
令
和
５
）年
に
は
、
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
創
作
人
形
展
」
を
開

催
し
、
多
く
の
方
に
ご
来
館
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
館
で
は
、
今
回
が
２
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

野
﨑
さ
ん
の
人
形
は
、
緻
密
な
造
形

描
写
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
生

命
力
・
感
情
の
表
出
が
特
徴
で
す
。
人

間
が
こ
の
世
を
生
き
て
い
く
中
で
抱
く

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
、
一
体
一
体
の
人

形
の
内
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
土
薫
る
人
形
た
ち
」
と
題
し
た
本

展
で
は
、
創
作
人
形
や
絵
画
な
ど
、
お

よ
そ
40
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

当
館
は
、
人
々
の
生
き
る
姿
を
土
中

の
遺
物
か
ら
探
っ
て
い
く
場
で
も
あ
り

ま
す
。
土
か
ら
生
ま
れ
た
人
形
た
ち
を

通
じ
て
、
人
間
の
生
き
る
姿
を
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
会
期　

２
０
２
５
年
１
月
18
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
２
月
17
日（
月
）

　

９
時
～
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

　

休
館
／
火
曜
日（
2
月
11
日（
火
・
祝
）

　
　
　
　

は
開
催
。
翌
日
は
休
館
。）

◆
場
所　

企
画
展
示
室

２
月
５
日（
水
）～
５
月
26
日（
月
）
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第56号

古
文
書
を
保
管
す
る
に
は（
取
扱
い
編
）

★
弥
生
の
御
朱
印
巡
り

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ス
タ
ー
ト
！

★
出
雲
王
墓
の
里
文
化
財
ガ
イ
ド
の
会 

　

会
員
募
集
中

★
古
文
書
の
森
を
ゆ
く
�

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
の
常
設
展
示

や
西
谷
墳
墓
群
な
ど
の
ガ
イ
ド
を
行
っ

て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
出
雲
市
内
や
山

陰
地
方
の
古
墳
・
遺
跡
な
ど
を
巡
る
研

修
会
や
月
例
談
話
会
も
行
っ
て
い
ま

す
。
お
申
込
み･

お
問
い
合
わ
せ
は
博

物
館
ま
で
。

　

ガ
イ
ド
活
動
を
通
し
て
、
一
緒
に
出

雲
の
歴
史
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●

募
集
対
象

　

年
齢
・
性
別
・
経
験
等
不
問

●

活
動
頻
度

　

概
ね
月
１
、２
回
程
度　

　

※
ガ
イ
ド
依
頼
の
状
況
に
よ
る
。

　
　

�

ご
都
合
の
つ
く
範
囲
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●

活
動
内
容

　

・�

見
学
希
望
が
あ
っ
た
個
人･
団
体

ヘ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　
（�

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館�

常
設
展
・

西
谷
墳
墓
群
・
今
市
大
念
寺
古
墳
・

上
塩
冶
築
山
古
墳
）

　

・
月
例
談
話
会
（
王
墓
サ
ロ
ン
）

　

・
出
雲
市
内
外
で
の
研
修

　

・
そ
の
他
火
起
こ
し
体
験
の
補
助
な

　
　

ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
無
料
ガ
イ
ド
の
申
込
も
随
時
受
付
中

　

２
０
２
２（
令
和
４
）年
10
月
８
日
か

ら
開
始
し
て
い
る
「
弥
生
の
御
朱
印
巡

り
」
の
第
三
弾
が
２
０
２
４（
令
和
６
）

年
10
月
30
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
９
遺
跡
９
施
設
が
加
わ
り
、

特
に
、
北
陸
地
方
の
遺
跡（
施
設
）が
加

わ
る
こ
と
で
、
連
携
範
囲
が
大
幅
に
拡

大
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
北
陸
か
ら
九
州

ま
で
の
主
要
弥
生
時
代
遺
跡
関
連
施
設

35
遺
跡
38
施
設
が
連
携
し
て
実
施
す
る

「
弥
生
の
御
朱
印
巡
り�

全
国
版
」
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
「
弥
生

の
御
朱
印
」
を
集
め
な
が
ら
、
全
国
の

個
性
豊
か
な
弥
生
時
代
の
遺
跡
を
巡
っ

て
い
た
だ
き
、
教
科
書
で
は
語
り
尽
く

せ
な
い
様
々
な
弥
生
時
代
の
遺
跡
を
体

感
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
の
第
19
回
で
、
古
文
書

の
保
管
環
境
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し

た
。
今
回
は
古
文
書
そ
の
も
の
の
取
り

扱
い
方
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
古
文
書
の
取
り
扱
い
は
基
本

的
に
素
手
で
行
い
ま
す
の
で
、
古
文
書

に
触
れ
る
前
に
手
を
き
れ
い
に
洗
い
ま

し
ょ
う
。
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
な
ど
を

塗
っ
た
ま
ま
古
文
書
に
触
れ
る
と
油
分

な
ど
が
紙
に
移
り
、
シ
ミ
や
劣
化
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
古
文
書
を
傷
つ
け
る

可
能
性
が
あ
る
指
輪
や
腕
時
計
な
ど
も

手
か
ら
外
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

容
器
か
ら
取
り
出
し
た
古
文
書
が
袋

や
紙こ

よ縒
り（
和
紙
を
ひ
ね
っ
て
紐ひ

も

状
に

し
た
も
の
）で
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
場

合
、
そ
の
ま
と
ま
り
を
壊
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。
そ
の
当
時
の
人
が
意
図
を

も
っ
て
ま
と
め
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

か
ら
で
す
。
古
文
書
が
汚
れ
て
い
る
場

合
は
、
ま
と
ま
り
ご
と
に
取
り
出
し
て

柔
ら
か
い
天
然
毛
の
刷は

け毛
や
筆
で
汚
れ

や
ほ
こ
り
を
落
と
し
ま
す
。
虫
食
い
や

水
濡
れ
で
紙
ど
う
し
が
接
着
し
て
い
る

場
合
は
無
理
に
剥は

が
す
と
古
文
書
が
破

れ
て
し
ま
う
の
で
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

汚
れ
を
落
と
し
た
古
文
書
は
元
の
ま

と
ま
り
ご
と
に
容
器
に
入
れ
直
し
ま
す
。

過
去
に
古
文
書
が
整
理
さ
れ
て
い
る
場

合
、
輪
ゴ
ム
や
金
属
製
の
ク
リ
ッ
プ
で

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
す
ぐ
に
外
し
て
く
だ
さ

い
。
輪
ゴ
ム
は
時
間
が
経
つ
と
固
く
な

り
、
紙
に
接
着
し
て
し
ま
い
ま
す
。
た

だ
、
付
着
し
て
し
ま
っ
た
輪
ゴ
ム
は
無

理
に
取
る
と
紙
が
破
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
金
属

製
ク
リ
ッ
プ
は
錆さ

び

が
紙
に
付
着
す
る
と
、

紙
が
劣
化
し
て
破
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
糊の

り

で
紙
が
変
色
・
劣
化
す
る
の
で
、

セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
や
糊
付
き
ふ
せ
ん
も

使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
も
し
何
か
で

ま
と
め
た
い
時
は
和
紙
で
作
っ
た
紙
縒

り
や
、
綿
な
ど
自
然
素
材
の
平
た
い
紐

や
糸
を
使
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ご
自
宅
に
古
文
書
と
思
わ
れ
る
古
い

も
の
が
あ
る
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い

か
分
ら
ん
わ
～
と
い
う
と
き
は
、
ぜ
ひ

文
化
財
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
赤
木　

薫
）

刷毛で汚れをはらう作業
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（発行）出雲弥生の森博物館
2025年1月

〒 693-0011
島根県出雲市大津町2760

（TEL） 0853-25-1841
（FAX） 0853-21-6617
（E-mail） yayoi@city.izumo.shimane.jp
https://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori
● 入 館 料 / 無 料
● 開館時間 / 9：00～17：00
　　　　　　（入館は16：30 まで）
● 休 館 日 / 火曜日
　　　　　　（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始

第56号

　

こ
こ
数
年
、
瀬
戸
内
海
を
超
え
て
、

四
国
に
渡
る
機
会
が
増
え
た
。
最
初
は

讃さ
ぬ
き
こ
く
ふ
あ
と

岐
国
府
跡（
香
川
県
坂さ

か
い
で
し

出
市
）の
保
存

活
用
計
画
策
定
委
員
会
だ
っ
た
。
讃
岐

国
は
菅
原
道
真（
８
４
５
―
９
０
３
）の

赴
任
地（
８
８
６
―
８
９
０
）で
も
あ
り
、

『
菅か

ん
け
ぶ
ん
そ
う

家
文
草
』
に
国
府
周
辺
の
情
景
が

読
み
込
ま
れ
て
い
る
稀
有
な
土
地
で
も

あ
る
。
そ
れ
も
あ
っ
て
地
元
住
民
か
ら

の
保
存
活
用
の
熱
が
あ
つ
か
っ
た
。

　

三
年
前
か
ら
は
、
高
知
県
安
芸
市
と

関
り
が
で
き
た
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

備
え
て
統
合
中
学
校
を
新
築
し
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
敷
地
か
ら
古
代
の
官か

ん
が衙

遺い
せ
き跡

が
姿
を
現
し
た
の
だ
っ
た
。
瓜う

り
じ
り尻

遺
跡
と
い
う
。
七
・
八
世
紀
の
建
物
跡

が
70
棟
以
上
立
ち
並
び
、
な
か
で
も
一

辺
25
ｍ
の
溝
と
区
画
塀
に
囲
ま
れ
た
中

に
、
井
戸
と
建
物
が
配
置
さ
れ
た
遺
構

（
方
形
区
画
遺
構
）は
全
国
的
に
も
類
例

が
な
く
、
保
存
が
熱
望
さ
れ
た
。

　

幸
い
、
安
芸
市
の
英
断
に
よ
り
建
物

の
配
置
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
方
形
区
画
遺
構
は
中
学
校
の
敷
地

内
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し

か
も
、
校
内
に
遺
構
の
復
元
表
示
が
実

現
し
た
。
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
安
芸
中

学
校
を
検
索
す
る
と
、
航
空
写
真
で
こ

の
表
示
が
確
認
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
。

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

復
元
に
あ
た
り
解
説
板
も
設
置
し
た
。

学
校
の
構
内
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
中

学
生
で
も
わ
か
る
文
面
を
目
指
し
先
生

方
と
の
協
議
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
親

し
み
の
あ
る
内
容
を
、
と
の
要
望
か
ら

考
古
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
早
川
和
子

さ
ん
に
遺
跡
の
復
元
図
を
描
い
て
も
ら

い
掲
載
し
た
。
早
川
さ
ん
は
高
知
の
テ

レ
ビ
に
も
出
演
さ
れ
、
古
代
の
復
元
イ

ラ
ス
ト
が
も
た
ら
す
楽
し
さ
や
親
し
み

を
語
っ
て
お
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
瓜
尻
遺
跡
か
ら
は
コ
ン
テ
ナ

三
百
箱
を
超
え
る
古
代
瓦
が
出
土
し

た
。
こ
れ
を
ど
う
に
か
資
料
化
す
る
た

め
の
指
導
助
言
が
私
に
与
え
ら
れ
た
命

題
。
安
芸
中
学
校
の
生
徒
が
「
う
ち

の
学
校
の
敷
地
は
国
史
跡
な
ん
だ
っ

て
」
と
口
に
す
る
日
ま
で
が
ん
ば
ら
な

き
ゃ
、
と
思
う
。　
　
　
（
花
谷　

浩
）

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

開
催
中
～
１
月
31
日（
金
）

　
「
出
雲
の
近
代
建
築
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

１
月
12
日（
日
）

　

※
10
時
～
／
参
加
無
料
・
申
込
不
要

▼
速
報
展

　

開
催
中
～
２
月
３
日（
月
）

　
「
市
指
定
史
跡　

矢
野
貝
塚
を
掘
る

～
弥
生
時
代
出
雲
の
ム
ラ
と
暮
ら
し
～
」

　

２
月
５
日（
水
）～
５
月
26
日（
月
）

　
「
大
き
な
溝
跡
み
つ
か
り
ま
し
た　

～
高
西
遺
跡
の
第
３
次
発
掘
調
査
～
」

▼
野
﨑
千
愛
季　

創
作
人
形
展

　
「
土
薫
る
人
形
た
ち
」

　
（
企
画
展
示
室
）

　

１
月
18
日（
土
）～
２
月
17
日（
月
）

▼
レ
ジ
ン
で
勾
玉
作
り
‼

　

１
月
26
日（
日
）10
時
～
11
時

　

●
場　
　

所　

た
い
け
ん
学
習
室

★
展
示
の
ご
案
内

★
講
座
・
講
演
会
の
ご
案
内

★
体
験
教
室
の
ご
案
内

講
座
・
講
演
会
の
申
込
に
つ
い
て

定
員 

各
80
名　

当
日
受
付
な
し

事
前
申
込
必
須（
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

各
回
３
０
０
円

●
申
込
受
付
時
間　

９
～
17
時

●
必
須
事
項　

氏
名
・
電
話
番
号

休
館
・
休
室
の
お
知
ら
せ

　

館
内
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
に
伴

う
休
館
・
２
階
展
示
室
休
室
の
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。

休
館 

２
月
18
日（
火
）～
２
月
21
日（
金
）

休
室 

２
月
22
日（
土
）～
３
月
７
日（
金
）

▼
プ
ロ
が
語
る
！

　

出
雲
の
歴
史
・
文
化
財
講
座

　
　
　
　

い
ず
れ
も
14
時
か
ら

①
２
月
８
日（
土
）

　
「
出
雲
と
ニ
ホ
ン
ア
シ
カ
」

　

●
講
師　

佐
藤　

仁
志�

氏

　
　
（
松
江
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

②
２
月
15
日（
土
）

　
「
手
錢
家
蔵
書
調
査
か
ら

見
え
て
き
た
こ
と
」

　

●
講
師　

佐
々
木　

杏
里�

氏

　
　
（
公
益
財
団
法
人　

手
錢
美
術
館

　

学
芸
員
）

③
３
月
１
日（
土
）

　
「
島
根
県
の
石
こ
う
鉱
山
と

日
本
の
近
代
化
」

　

●
講
師　

中
村　

唯
史�
氏

　
　
（
島
根
県
立
三
瓶
自
然
館

サ
ヒ
メ
ル　

学
芸
員
）

　

●
募
集
人
数　

先
着
20
人

　
　
　
　
　
　
　
（
要
事
前
申
込
）

　

●
講　
　

師　

あ
る
ぱ
か


